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― 医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読み下さい ― 

乾燥水酸化アルミニウムゲル「使用上の注意」改訂のお知らせ 
 

この度、表記の弊社製品につきまして、「使用上の注意」を改訂致しましたのでお知らせ申し上げます。なお、改訂

添付文書を封入した製品がお手元に届くまでには若干の日数を要しますので、今後の御使用に際しましては、下記内

容をご参照下さいますようお願い申し上げます。 

 

－記－ 

 

1.改訂内容[ 改訂箇所抜粋 （自主改訂       部）] 

改 訂 後 改 訂 前 

 

【禁忌】（次の患者には投与しないこと） 

透析療法を受けている患者[長期投与によりアルミニウム

脳症、アルミニウム骨症、貧血等があらわれることがあ

る。] 

 

【使用上の注意】 

1.慎重投与(次の患者には慎重に投与すること) 

(1) 省略 

(2)腎障害のある患者［長期投与によりアルミニウム脳症、ア

ルミニウム骨症、貧血等があらわれるおそれがあるので、

定期的に血中アルミニウム、リン、カルシウム、アルカリ

フォスファターゼ等の測定を行うこと。］ 

3.副作用 

(1) 省略 

(2)長期投与(頻度不明) 長期投与によりアルミニウム脳症、

アルミニウム骨症、貧血等があらわれるおそれがあるの

で、慎重に投与すること。 

 

 

【禁忌】（次の患者には投与しないこと） 

透析療法を受けている患者[長期投与によりアルミニウム

脳症、アルミニウム骨症等があらわれることがある。] 

 

 

【使用上の注意】 

1.慎重投与(次の患者には慎重に投与すること) 

(1) 省略 

(2)腎障害のある患者［長期投与によりアルミニウム脳症、ア

ルミニウム骨症等があらわれるおそれがあるので、定期的

に血中アルミニウム、リン、カルシウム、アルカリフォス

ファターゼ等の測定を行うこと。］ 

3.副作用 

(1) 省略 

(2)長期投与(頻度不明) 長期投与によりアルミニウム脳症、

アルミニウム骨症等があらわれるおそれがあるので、慎重

に投与すること。 

 

 

2．改訂の概要 

◆自主改訂： 

「禁忌」、「慎重投与」、「副作用」に長期投与によりあらわれることがある症状として、「貧血」を追記 

長期投与によるアルミニウムの中毒症状として「アルミニウム脳症、アルミニウム骨症」に関する注意喚起を致しておりました

が、貧血がアルミニウム中毒症状の一つであるという報告、及び長期投与での貧血に関する症例報告もございましたため、各項

に「貧血」を追記致しました。 

 

以上 

 

裏面に改訂した「使用上の注意」の全文を記載しておりますので、併せてご覧下さいますようお願い申し上げます。 
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「使用上の注意」全文 
※※ 【禁忌】(次の患者には投与しないこと)(改訂箇所:  )

透析療法を受けている患者[長期投与によりアルミニウ

ム 脳症、アルミニウム骨症、貧血等があらわれること

がある。] 

 

※※【使用上の注意】(改訂箇所:  ) 

1.慎重投与(次の患者には慎重に投与すること) 

(1)リン酸塩の欠乏している患者 [アルミニウムは消化管

内でリン酸塩と結合し、その吸収を阻害する。] 

(2)腎障害のある患者［長期投与によりアルミニウム脳症、

アルミニウム骨症、貧血等があらわれるおそれがある

ので、定期的に血中アルミニウム、リン、カルシウム、

アルカリフォスファターゼ等の測定を行うこと。］ 

 

2.相互作用 

併用注意(併用に注意すること) 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

ｸｴﾝ酸製剤(ｸｴﾝ

酸ｶﾘｳﾑ、ｸｴﾝ酸

ﾅﾄﾘｳﾑ等) 

血中ｱﾙﾐﾆｳﾑ濃度が上

昇することがあるの

で、同時に服用させ

ないなど注意するこ

と。 

ｷﾚｰﾄを形成し、ｱﾙ

ﾐﾆｳﾑの吸収が促

進されると考え

られる。 

血清ｶﾘｳﾑ抑制ｲ

ｵﾝ交換樹脂(ﾎﾟ

ﾘｽﾁﾚﾝｽﾙﾎﾝ酸ｶﾙ

ｼｳﾑ、ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝｽ

ﾙﾎﾝ酸ﾅﾄﾘｳﾑ) 

血清ｶﾘｳﾑ抑制ｲｵﾝ交

換樹脂の効果が減弱

するおそれがある。 

ｱﾙﾐﾆｳﾑｲｵﾝと非選

択的に交換する

と考えられる。 

ﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ系抗

生物質(ﾃﾄﾗｻｲｸ

ﾘﾝ、ﾐﾉｻｲｸﾘﾝ等) 

ﾆｭｰｷﾉﾛﾝ系抗菌

剤(ｼﾌﾟﾛﾌﾛｷｻｼ

ﾝ、ﾄｽﾌﾛｷｻｼﾝ等) 

ｲｿﾆｱｼﾞﾄﾞ 

ｼﾞｷﾞﾀﾘｽ製剤

(ｼﾞｺﾞｷｼﾝ、ｼﾞｷﾞ

ﾄｷｼﾝ等) 

ﾌｪﾆﾄｲﾝ 

ﾌｪﾉﾁｱｼﾞﾝ誘導

体(ﾌﾟﾛﾒﾀｼﾞﾝ、

ｱﾘﾒﾏｼﾞﾝ等) 

β-遮断剤(ﾌﾟﾛ

ﾌﾟﾗﾉﾛｰﾙ、ﾋﾟﾝﾄﾞ

ﾛｰﾙ等) 

非ｽﾃﾛｲﾄﾞ系解

熱消炎鎮痛剤

等 

同時に服用すること

により、これら併用

薬剤の吸収を遅延又

は阻害するおそれが

ある。 

この作用は薬剤の服

用時間をずらすこと

により、弱まるとの

報告がある。 

本剤が併用薬剤

とｷﾚｰﾄを形成又

は、吸着し、消化

管からの吸収を

遅延又は阻害す

る。 

 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

ﾍﾟﾆｼﾗﾐﾝ ﾍﾟﾆｼﾗﾐﾝの効果が減

弱するおそれがあ

る。 

同時投与した場

合、ﾍﾟﾆｼﾗﾐﾝの吸

収率が低下する。

ﾐｺﾌｪﾉｰﾙ酸ﾓﾌｪﾁ

ﾙ 

ﾐｺﾌｪﾉｰﾙ酸ﾓﾌｪﾁﾙの作

用が減弱するおそれ

がある。 

併用により、 ﾐｺﾌ

ｪﾉｰﾙ酸ﾓﾌｪﾁﾙの吸

収が減少すると

考えられる。 

甲状腺ﾎﾙﾓﾝ剤

(ﾚﾎﾞﾁﾛｷｼﾝﾅﾄﾘｳ

ﾑ等) 

同時に服用すること

により、これら併用

薬剤の吸収を遅延又

は阻害することがあ

る。これらの作用は

薬剤の服用時間をず

らすことにより、弱

まると考えられる。 

消化管内で本剤

と吸着すること

により、これらの

薬剤の吸収が阻

害される。 

胆汁酸製剤(ｳﾙ

ｿﾃﾞｵｷｼｺｰﾙ酸、

ｹﾉﾃﾞｵｷｼｺｰﾙ酸)

ｷﾆｼﾞﾝ等 併用薬剤の排泄が遅

延することが知られ

ている。 

尿の pH 上昇によ

る 

 

3.副作用 

本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる調

査を実施していない。 

その他の副作用 

(1)消化器(頻度不明) 便秘、悪心・嘔吐等があらわれる

ことがあるので、このような場合には減量、休薬又は

緩下剤の併用等の適切な処置を行うこと。 

(2)長期投与(頻度不明) 長期投与によりアルミニウム脳

症、アルミニウム骨症、貧血等があらわれるおそれが

あるので、慎重に投与すること。 

 

4.高齢者への投与 

一般に高齢者では生理機能が低下しているので用量に注

意すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の改訂内容につきましては、医薬品安全対策情報（ＤＳＵ）No.204 に掲載されております。 

また、医薬品医療機器情報提供ホームページ（http://www.info.pmda.go.jp）でもご覧になれます。 

 


